
理想の電子ノート 2019.12 長文ゴメン
ついに、ようやく、長年追い求めていた電子ノート環境が（ほぼ）整った。

今年は windows タブレットに始まり、iPadPRO、E-ink 電子ブック（android が使える
特殊なもの）等を試し、一時は androidタブレットである Galaxy Tab A(2019) with S pen
に落ち着きかけたが、iPad miniと両天秤にかけた結果、最終的に iPad mini5(cellular)
を使うことになった。

システムの構成

では，順に説明していきたい。

iPad mini5
wifi-cellular 版である。wifi 版なら安いが、モバイルで使う場合、データの同期時に

どうしてもモバイルルーターか、スマホのテザリングが必要になってくる。これは接続

に一手間かかる上に、筆記に必要なもの以外を常に携行するという点で、面倒に感じる。

それ故、単体で通信できる cellular 版は必須である。別途 SIM 契約が必要とはなるが、
後述の格安プリペイド SIM を入れることで、月 200 円ほどですむ。これでシンプルな
モバイル環境が整うのだ。

さてこの機種、実はソフトバンクのキャリア版をヤフオクで落札したもの。SIM ロ

ック（キャリアの SIM 以外使えない仕様）がかかっていたが、今年の夏以降、販売か

ら 101 日経過した機種は、ソフトバンク利用者以外でも SIM ロックを解除（有料 3000
円）できるようになっているので、無問題である。

電池の持ちが素晴らしい。スリープ中はほとんどバッテリが減らない。windows タブ



レットとは、月とすっぽんである。android と比較してもこの点は抜群に優れている。
当然発熱もない。

薄くコンパクトなので、教材等といっしょに持ち運んでも苦にならない。秋に iPadPRO
(9.7)も試したが、重量の問題で、常用はできないと判断した。本体 350g あたりが私的
には常時持ち運ぶ重量の限界と感じる。

ペン２種
どちらも『2018 年以降の iPad』に対応したもの、細く若干柔らかい芯、全体の形状

が円筒形でないもの、磁石仕込み、という条件で Amazonで探して購入したものである。
アップルペンシルは、以前に iPadPRO を試したときに購入したが、カツカツ音がする
わ、ころころ転がっていくわ、あまり良い印象はなかった。そしてなんといっても高い

（10000 円以上）。その点、今回購入のペンは、そこそこ書きやすい芯、転がらない形
状、本体やカバーにくっつく可搬性、そして何より 3000 円前後の価格と素晴らしいコ
スパである。

筆圧や傾きには対応しない（描画には向かない）ものの、パームリジェクションが機

能するので、手の甲がついても問題なく書ける。Bluetooth接続しているわけでもない、
ただのタッチペンのようなのだが…、どういうわけかちゃんと書けてしまう。どうやら

『2018年以降の iPad』というところに秘密があるらしい。
ただ…、androidタブレットで使えた wacomペンのフィーリングには、はるかに及ば

ない。今回の記事の冒頭で［―（ほぼ）整った―］と書いたのは、この部分が満点では

ないからである。



アプリ2種+IME

その１ OneNote
2003 年の発売から使ってきたこのアプリは、windows アプリだけの時代が長くあっ

た。その後モバイルの普及に伴って、iOS 版、android 版、WindowsStore 版がリリース
された。多くの環境で使えるようになったことで、１つの情報をさまざまな場所で共有

できるようになった。このアプリが使えるモバイル環境をずっと求めてきたのだ。





その２ GembaNote
MetaMoji社のノートアプリ。2016年のプレリリース期間に使っていたこのアプリは、

正式リリースで年間 5000 円という高ビーな価格設定をしてきた。しかも iOS 版のみリ
リースということで、それ以降は使っていなかった。しかし機能のベースとなる

MetaMojiNote の使いやすさは熟知しており、それに加えて Google カレンダーとの完全
連携という素晴らしい機能性は捨てがたく、けっきょくこのアプリを使うためだけに

iOSに戻ってきた格好となった。私にとってキラーアプリである。



IME Mazec（手書き日本語入力）
上の GembaNoteと同じ MetaMoji社の製品。これは windows版と andoroid版もある。

私は android版も常用している。手書きに特化した便利な IMEである。





通信 CALENDAR SIM
月に１ GB しか４Ｇ通信はできないが、逆に言えば３Ｇ通信のみであれば無制限に通

信できる SIMである。ちなみに iPadの場合、設定＞モバイル通信の中の「４ Gをオン
にする」をキャンセルすると、３Ｇのみで通信を行う。３Ｇといっても動画を見ない限

りは体感は変わらない。むしろ山間部の建物の中で使用することが多い私にとっては、

３Ｇの方が電波のつかみが良いように感じる。

このプリペイド SIM、残念ながら２年間版はこの 11月で販売を終了してしまったが、
１年間版はまだ販売継続されており、年間 2900円である。

まとめ
以上のセット環境でようやく、紙のノートとペンなら、当然のことである

・必要なときにすぐに書き始められること

・思った通りの文字や図形が書けること

・バッテリの持ちや発熱に対する気遣いが不要であること

などが実現できたわけだ。

そこに電子ノートのプラス要素として

・ページが増えても物理的な重量は増加しないこと

・複数のノートを 1つの端末で扱えること
・データを複数の端末（場所）で共有できること

・訂正・追加・削除・移動・複製などが手軽に行えること

・字が汚くてもテキスト変換で清書されること

・豊富なペンや色・太さを自在に変えて、文字や図形がかけること

・web ページや PDF の資料などに書き込みができること、テキストが取り出せること
・そしてメモを取るという行為が、面倒と思うより楽しいと思えるようになること

以上のメリットを挙げることができる。

「やっとここまで来たか」という感じだ。

後はなぁ…

・ペンの書き味。これさえ wacomペン並みになればベストなのだが。
・最近、特に老眼近視がひどく、実は 7.9 インチの iPadmini は見づらい…。本当は 10
インチ以上欲しいのだが、これは重量とバッテリの問題があって、現状ではトレードオ

フである。iPadが E-ink端末くらい軽くなると良いのだが。
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本当の電子「手帳」が欲しい 2012.1
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